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研究成果の概要（和文）： 
一致現象と等位構造について、文法化の観点から２つを関連づける研究を行った。ラマホロト

語では等位構造内での一致現象が存在するが、これを主語と目的語の格の有標性の違いにより

分析した。また通言語的に観察される随伴語から等位語への文法化については、統語的にはこ

の変化は決定詞句から等位句へのラベルの変化と分析し、等位現象は統語論の他にも、形態論、

意味論の観点から分解されると提案した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This research investigates agreement and coordination in connection with grammaticalization. 
Lamaholot has agreement within coordination, which is analyzed in terms of the difference of 
markedness of case in the subject and the object. As for the development from the comitative to the 
conjunction observed cross-linguistically, it is captured as change of labels from DP to &P. Coordination 
is decomposed into several factors, namely syntax, morphology and semantics. 
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１．研究開始当初の背景 
一致現象についての理論的説明は1980年代以

降、様々な変遷を経ていて、特にここ数年間

の理論言語学で中心的な地位を占めている。

しかしながら、一致現象が生成文法で注目さ

れる以前、機能主義言語学の分野ではGivón 
(1976)が、一致現象は代名詞から発生してきた

と提案している。例えばバンツ語族の目的語

の一致を、英語の単語を使って言えば、もと

もとはJohn, I like himという話題文において、

 



 

代名詞が接辞化してJohn, I like’mとなり、しま

いには話題化されない普通の目的語にもこれ

が拡大して、I like’m Johnとなり、’mの部分が

目的語の一致とみなされる。従来こうした文

法化の説明は、理論言語学とは馴染まないと

考えられてきたが、最近になり、Roberts and 
Roussou (2003)やFuß (2005)によって、文法化

に理論的説明が与えられてきている。 

 研究内容の具体的項目は、大きく分けて以

下の５点から成る。 
１ 一般言語の等位構造の先行研究に精通

し、ラマホロト語および日本語を基に独自の

視点を得る。 
２ 一般言語の一致現象の先行研究に精通

し、ラマホロト語を基に独自の視点を得る。 
３ ラマホロト語の等位構造内の一致現象

の分析を進める。  一方等位構造においては、Mithun (1988)が、

付随語（comitative, 英語の with に相当）が等

位語（英語の and に相当）に発達する過程が

自然言語にあると提案した。つまり、A with B
を表す表現が A and B の意味を持つようにな

り、しまいにはその「つなぎ語」が名詞以外

の動詞や文も繋げられるようになったとい

うのである。これは日本語の例を考えても納

得できる。「と」は、「私は彼と行く」や「私

と彼は行く」のように、付随語と等位語の両

方に使えるが、動詞や文は繋げられない。こ

の点で「と」はこの文法化の過程の中間点に

位置すると言える。 

４ 一般言語における文法化理論の先行研

究に精通し、ラマホロト語および日本語を基

に独自の視点を得る。 
５ 以上の見地を総合して、独自の統一的な

文法化理論を構築する。 
 

４．研究成果 

関連する論文は何本かあるが、本研究の成果

を直接的に発表したのは、掲載論文の①と③

（Journal of Linguistics, English Linguistics）で

ある。 
 Journal of Linguistics に掲載した論文では、

ラマホロト語の等位構造における一致現象

の記述と理論的分析を行った。この言語では、

第１等位語と等位接続語が一致を示す。この

一致は主語位置では義務的だが、目的語の位

置では随意的である。この分析は格の有標性

により行われ、主語の主格は無標だが、目的

語の対格は有標であることが、この差を生む

としている。具体的提案としては、無標の格

のみがファイ（人称、性、数）素性が一致の

ホストに複製されることを可能にする、と分

析している。見かけ上の随意性は、等位構造

での格の広がり方の問題に帰すことができ

る。等位構造における一致現象はラマホロト

語の他にもニューギニアのワルマン語でも

観察されるが、この２つの言語の比較も行っ

た。結論として、文法化の度合いは前者の方

が進んでいることがわかった。 
 English Linguistics に掲載した論文では、ラ

マホロト語を含め通言語的に観察される随

伴語（’with’）から等位語（’and）への文法化

を分析した。統語的には、この変化は決定詞

句（DP）から等位句（&P）へのラベルの変

化と捉えられる。等位現象は統語論の他にも、

形態論、意味論の観点から分解され、この分

析から、この中の一部だけが随伴語から等位

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、一致現象（agreement）と等位

構造の文法化の形態統語論的研究を行うことで

ある。一致現象と等位構造は、共に最近理論言

語学の分野で注目されている項目であり、これら

には文法化（grammaticalization）が関わってい

ると言われている。これら２つを関連づける研究

はいまだに存在しないが、東インドネシアのラマ

ホロト（Lamaholot）語では等位構造内での一致

現象が存在し、これの研究を進めることで、一致

現象と等位構造の文法化の統一的な理論的説

明が可能になってくる。 
 
３．研究の方法 
本研究の活動形態は、文献を読むこと、デー

タの収集、新たな説明の構築、その発表の４

つから成る。文献を読む目的は、言語理論の

先行研究をふまえて、視点を広げ、多くの可

能性を考慮できるようにすることである。デ

ータ収集は、文献によるものと、フィールド

ワークによるものがある。ラマホロト語の更

なるデータ収集はインフォーマントのから

の聞き取り調査が必要となる。成果の発表に

は、国内と海外の両方を考えている。 

 



 

⑤西山國雄、Penultimate accent in Japanese 
predicates and the verb-noun distinction, 
Lingua 120, 2353–2366, 2010.（査読有） 

語への変化した例があるはずだ、という予測

が成り立つ。この予測は正しいことを、幾つ

かの言語の例により示した。この意義として

は、言語変化は一方向ではなく多方向だとい

うことである。 
⑥西山國雄、A Review of Anna Maria Di Sciullo, 

Asymmetry in Morphology, Studies in 
English Literature 50, 255-263, 2009.（査読

有） 
 以上の２論文は出版されたばかりなので

国内外で明確なインパクトはまだない。しか

しこのテーマが注目されている証左として、

海外の学術雑誌から、似たようなテーマの論

文の査読を依頼された。また今後の展望とし

て、この研究から発展した研究テーマが、平

成２３年度～平成２６年度科学研究費（基盤

研究(C)）「文法化における機能範疇の出現

方法の分類と統合に向けての研究」として採

択された。現在まで機能範疇の出現方法に関

して３通りのモデルが提案されていて、その

中には一般原理から制約される部分もある

が、まだ制約がない（少ない）部分も多い。

またこれら３つの関係についても、明確な研

究がされていない。この新研究では、３つは

それぞれどんな適用範囲をもつのか、果たし

て全部必要なのか、もし統合できるとすれば

どんな方向が可能か、などの視点から、より

制限的な機能範疇の出現方法を構築するこ

とをめざす。 
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